
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 半島 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

南薩地域循環型社会形成推進地域計画（第２期）

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等
（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

南薩地区衛生管理組合
（平成19年4月1日）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和７年３月19日

令和７年11月21日（変更申請）

枕崎市（全部過疎、全部半島）、日置市（一部過疎、全部半島）、南さつま市
（全部過疎、全部半島）、南九州市（全部過疎、全部半島）

南薩地区衛生管理組合、枕崎市、日置市、南さつま市、南九州市

858.92㎢

119,156人

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

枕崎市、日置市、南さつま市、南九州市

令和7年4月1日

令和12年3月31日



（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

令和7年度

鹿児島県では、将来にわたって安定的・効率的な廃棄物処理体制を確保することを目的として、環境省通知で示された新たな国の
方針に基づき，「鹿児島県ごみ処理広域化・集約化計画」を策定し、令和4年12月に前計画（平成11年3月）の見直しを行ってい
る。

現計画において南薩地区衛生管理組合及び構成市町は、南薩地区（枕崎市、指宿市、日置市、南さつま市、南九州市）に位置づけ
られており、ごみ焼却施設及びそれ以外の施設の計画は以下のとおりである。
【焼却施設】
指宿広域市町村圏組合で１施設（継続）、南薩地区衛生管理組合で１施設（新設）の計２施設を整備し、南薩地区衛生管理組合、
日置市及び南九州市で３施設を解体する計画となっている。
【ごみ焼却施設以外（粗大ごみ処理・資源化施設）】
粗大ごみ処理・資源化施設として、指宿広域市町村圏組合で１施設（継続）、日置市で１施設（解体）、南九州市で１施設（解
体）、南薩地区衛生管理組合で１施設（解体）、南薩地区衛生管理組合（新設）を使用する計画となっている。
【ごみ焼却施設以外（最終処分場）】
最終処分場として、指宿広域市町村圏組合で１施設（継続）、指宿市で１施設（継続）、日置市で１施設（閉鎖後、新設検討）、
南薩地区衛生管理組合で２施設（継続）を使用する計画となっている。

したがって、これまでの地域計画に基づく一般廃棄物処理施設の整備は、鹿児島県ごみ処理広域化計画に沿ったものである。

鹿児島県ごみ処理広域化・集約化計画　令和4年12月

日置市（旧伊集院町地域）

枕崎市：（全部過疎地域であるため）日置市（旧東市来町・旧日吉町・旧吹上町）：（一部過疎）
南さつま市：（全部過疎地域であるため）南九州市：（全部過疎地域であるため）

④市町村・品目により異なる（詳細は下記に記載）

容器包装プラスチックは、日本容器包装リサイクル協会への委託。
製品プラスチックは、独自処理。

○

-

-



ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）
枕崎市（枕崎市災害廃棄物処理計画）、日置市（日置市災害廃棄物処理計画）、南さつ
ま市（南さつま市災害廃棄物処理計画）、南九州市（南九州市災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

④その他（詳細は下記）

　今後、受益者負担の観点及びごみの減量化に対する意識の向上や、ごみの分
別の徹底を図るための方策の一つとして、構成市と連携を図りながら、必要に
応じて手数料の見直しを行うとともに、県内及び近隣自治体の動向等を踏まえ
て、収集ごみの有料化等に関する調査・検討を進めていくこととする。

　組合の一般廃棄物処理施設へごみを直接搬入する場合については、搬入量に
応じた手数料の徴収を行っている。一方、家庭からの収集ごみについては、全
構成市で指定ごみ袋制度等を導入しているが、処理手数料としての徴収は実施
していない状況である。また、日置市以外は中継所搬入の手数料の徴収を行っ
ていない。

有料化導入状況



２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

118,691 111,645 -5.9%

13,526 11,803 -12.7%

23,262 21,819 -6.2%

482 483 0.2%

　その他排出量（トン） 15 7 -53.3%

　⑤総排出量（トン） 36,803 33,629 -8.6%

847 825 -2.6%

　再生利用量 5,048 4,607 -8.7%

14% 14%

　最終処分量 3,189 2,840 -10.9%

9% 8%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 10,855

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量には集団回収量を含む。
・なんさつECOの杜では温水の場内利用を行っている。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）



予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

【南薩地区衛生管理組合一般廃棄物処理基本計画（平成29年3月）と目標値が異なる理由】
一般廃棄物処理基本計画の作成時点から年数が経過し、ごみ処理体制の変更等も含めて排出傾向や資源化方法
が異なることから、本地域計画の策定にあたって推計の見直しを行ったため。

【④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）が増加予測となっている理由】
生活系ごみ（資源ごみ除く）の1人1日当たりのごみ排出量は、構成市町ともに現状維持(増加なし）とするもの
としているが、計算の四捨五入の関係で増加となっている。



（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

36,803 t
リサイクル率

13.6%

処理残さ量

6,973 t
排出量 計画処理 19.0%

36,788 t
100.0% 減量化量

28,572 t
自家処理量 77.7% 最終処分量

3,222 t
8.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

33,629 t
リサイクル率

13.7%

処理残さ量

6,327 t
排出量 計画処理 18.8%

33,622 t
100.0% 減量化量

26,182 t
自家処理量 77.9% 最終処分量

0 t 2,840 t
8.4%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

4,607 t

99 t

0.2%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

3,571 t1,029 t

1,144 t

15 t 5,009 t

36,788 t
35,545 t 3,123 t

7 t

0 t

直接資源化量

33,622 t
2,756 t

10.6%

8.2%

3.1%

96.7%
32,509 t

84 t

0.3%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

3,850 t
10.5%

96.6%

3.1%

8.5%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量



（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

3,058 2,471 -19.2%

4,291 3,989 -7.0%

0 0 0

7,349 6,460 -12.1%

768 680 -11.5%

10% 11%

966 837 -13.4%

13% 13%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

4,068 3,821 -6.1%

8,935 8,597 -3.8%

15 7 -53.3%

13,018 12,425 -4.6%

2,348 2,222 -5.4%

18% 18%

376 361 -4.0%

3% 3%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

3,728 3,018 -19.0%

6,072 5,627 -7.3%

0 0 0

9,800 8,645 -11.8%

1,157 1,029 -11.0%

12% 12%

1,183 1,032 -12.8%

12% 12%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

枕崎市

日置市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

南さつま市

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合



現状

令和5年度 令和12年度 現状比

2,672 2,493 -6.7%

3,964 3,606 -9.0%

0 0 0

6,636 6,099 -8.1%

775 676 -12.8%

12% 11%

664 610 -8.1%

10% 10%

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

南九州市（川辺町・知覧町）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合



（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみについては、事業者自ら適正に処理することを基本とする。事業者自ら適正に処理できない
場合は、事業者自ら処理施設へ直接搬入、または構成各市の許可業者による収集を行うこととする。な
お、処理施設への搬入を行う廃棄物の分別区分については、生活系ごみに準ずることとする。

　また、事業系ごみについては、排出実態の把握を行い、多量排出事業者に対し、減量に関する計画の作
成の指示・減量化及び資源化等に関する指導を行っていく。

上記（１）の今後の処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備（前回地域計画において
行った施設整備に伴う解体事業）を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　
　南薩地域のうち、枕崎市、南さつま市及び南九州市（知覧町及び川辺町の区域）で排出された可燃ご
み、不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみについては、南薩地区衛生管理組合が所有する内鍋清掃センター及び
川辺清掃センターにおいて処理並びに資源回収を行っていた。また、日置市が所有する日置市クリーン・
リサイクルセンターにおいて処理並びに資源回収を行っていた。
　
　令和6年度から新ごみ処理施設（なんさつECOの杜）が稼働しており、今後も地域内のごみを安定的・継
続的に処理を行っていく。なお、処理施設の集約に伴い、中継施設として2施設、リサイクル施設として1
施設を新設して効率的な処理を行っていく。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

現状は産業廃棄物の処理を行っておらず、今後も処理する予定はない。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 



表２　南薩地区衛生管理組合各市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後
【枕崎市】

分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理
燃えるごみ 焼却 内鍋清掃センター 燃えるごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜 知覧最終処分場

埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場 埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場

空きびん（生きびん）
内鍋清掃センター
（指定法人引取）

空きびん（生きびん） 内鍋リサイクルセンター （指定法人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

内鍋清掃センター
（指定法人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

内鍋リサイクルセンター （指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

内鍋清掃センター
（指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

内鍋リサイクルセンター （指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

内鍋清掃センター
（指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

内鍋リサイクルセンター （指定法人引取）

ペットボトル
内鍋清掃センター
（指定法人引取）

ペットボトル 内鍋リサイクルセンター （指定業者引取）

白色トレイ・発泡スチ
ロール

内鍋清掃センター（売却）
白色トレイ・発泡スチ

ロール
選別・熱減容・一時

保管
内鍋リサイクルセンター （売却）

紙パック （売却） 紙パック （売却）
ダンボール （売却） ダンボール （売却）

新聞紙 （売却） 新聞紙 （売却）
雑誌類 （売却） 雑誌類 （売却）

その他の紙 （売却） その他の紙 （売却）
布類 破砕 内鍋清掃センター 布類 破砕 （売却）
草木 仮置き 知覧最終処分場 草木 仮置き なんさつECOの杜

資源・不適（焼却） 焼却 内鍋清掃センター
有害ごみ 一時保管 なんさつECOの杜 民間委託

小型家電 リサイクル 選別・一時保管 内鍋リサイクルセンター （売却）

今　　　後（R12年度）
枕崎市

分別区分 処理方法
処理施設等

なんさつECOの杜 知覧最終処分場

内鍋清掃センター
（指定法人引取）

燃えないごみ
破砕・選別

内鍋清掃センター

粗大ごみ 内鍋清掃センター

缶類

リ
サ
イ
ク
ル

内鍋清掃センター（売却）

その他プラスチック容
器・包装類

売
却

現　　　状（R5年度）

燃えないごみ
破砕・選別

缶類

リ
サ
イ
ク
ル

選別・一時保管 内鍋リサイクルセンター （売却）

選別・一時保管

選別・圧縮・梱包・
一時保管その他プラスチック容

器・包装類
内鍋リサイクルセンター （指定法人引取）

なんさつECOの杜 知覧最終処分場

粗大ごみ



【日置市】

分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

燃やせるごみ 焼却
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
燃やせるごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜 民間委託

可燃性粗大ごみ 破砕
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
可燃性粗大ごみ 破砕 民間委託

不燃性粗大ごみ 破砕・選別
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
不燃性粗大ごみ 破砕・選別 民間委託

空きびん（生きびん）
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
空きびん（生きびん） 民間委託

空きびん
（無色透明のびん）

日置市クリーン・リサイク
ルセンター

空きびん
（無色透明のびん）

民間委託

空きびん
（茶色のびん）

日置市クリーン・リサイク
ルセンター

空きびん
（茶色のびん）

民間委託

空きびん
（その他の色のびん）

日置市クリーン・リサイク
ルセンター

空きびん
（その他の色のびん）

民間委託

ペットボトル
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
ペットボトル 民間委託

製品プラスチック類
（追加）

リサイクル
選別・圧縮・梱包・

一時保管
民間委託

紙パック
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
紙パック 民間委託

ダンボール
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
ダンボール 民間委託

新聞紙・チラシ
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
新聞紙・チラシ 民間委託

本・雑誌・包装紙・空き
箱等

日置市クリーン・リサイク
ルセンター

本・雑誌・包装紙・空き
箱等

民間委託

その他の紙
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
その他の紙 民間委託

廃食用油
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
廃食用油 再資源化 民間委託

小型家電
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
小型家電 破砕・選別選別 なんさつECOの杜

有害ごみ （委託） 有害ごみ （委託） （委託）
生ごみ（追加） リサイクル 民間委託 生ごみ（追加） リサイクル 再資源化 民間委託

火山灰 埋立
日置市クリーン・リサイク

ルセンター最終処分場
火山灰 埋立 民間委託

選別・一時保管

選別・圧縮・梱包・
一時保管

容器包装プラスチック類

日置市クリーン・リサイク
ルセンター（選別）、民間
委託（圧縮・梱包・一時保
管）、（指定法人引取）

容器包装プラスチック類 民間委託

リ
サ
イ
ク
ル

空きかん
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
空きかん

選別・圧縮・一時保
管

破砕・選別 民間委託

現　　　状（R5年度） 今　　　後（R12年度）
日置市

分別区分 処理方法
処理施設等

リサイクル

破砕・選別

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

リサイクル

民間委託

選
別
・
一
時
保
管

リ
サ
イ
ク
ル

なんさつECOの杜

なんさつECOの杜

燃やせないごみ
日置市クリーン・リサイク

ルセンター
燃やせないごみ



分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理
燃えるごみ 焼却 内鍋清掃センター もやせるごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜 知覧最終処分場

埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場 埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場

空き缶（飲物缶） 民間委託 （売却）

空き缶（その他の缶） 民間委託 （売却）

空きびん
（生きびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取り）

空きびん
（生きびん）

民間委託 （売却）

空きびん
（無色透明のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（茶色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

ペットボトル
内鍋清掃センター（指定法

人引取）
ペットボトル 民間委託 （指定業者引取）

白色トレイ・発泡スチ
ロール

内鍋清掃センター（売却）
白色トレイ・発泡スチ

ロール
選別・熱減容・一時

保管
民間委託 （売却）

紙パック （売却） 紙パック （売却）
ダンボール （売却） ダンボール （売却）

新聞紙 （売却） 新聞紙 （売却）
雑誌類 （売却） 雑誌類 （売却）

その他の紙 （売却） その他の紙 （売却）
布類 破砕 内鍋清掃センター 布 リサイクル 売却 （売却）
草木 仮置き 知覧最終処分場 草木 仮置き なんさつECOの杜

資源・不適（焼却） 焼却 内鍋清掃センター 資源・不適（焼却） 焼却 なんさつECOの杜
食用廃油 リサイクル 再資源化 民間委託

小型家電 リサイクル 再資源化 （売却）

選別・圧縮・一時保
管

なんさつECOの杜

なんさつECOの杜

もやせないごみ
破
砕
・
選

別
粗大ごみ

売
却

民間委託 （指定法人引取）

【南さつま市（坊津町地区）】
現　　　状（R5年度） 今　　　後（R12年度）

南さつま市（坊津町地区）
分別区分 処理方法

処理施設等

選別・一時保管

知覧最終処分場

知覧最終処分場

リ
サ
イ
ク
ル

選別・圧縮・梱包・
一時保管その他プラスチック容

器・包装類

燃えないごみ
破
砕
・
選

別
粗大ごみ

缶類

リ
サ
イ
ク
ルその他プラスチック容

器・包装類

内鍋清掃センター

内鍋清掃センター

内鍋清掃センター（売却）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）



分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

もやせるごみ 焼却 内鍋清掃センター もやせるごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター

埋立てごみ 埋立 南さつまクリーンセンター 埋立てごみ 埋立
南さつまクリーンセン

ター

空き缶
（飲物缶）

民間委託（売却）
空き缶

（飲物缶）
民間委託 （売却）

空き缶
（その他の缶）

民間委託（売却）
空き缶

（その他の缶）
民間委託 （売却）

空きびん
（生きびん）

民間委託（売却）
空きびん

（生きびん）
民間委託 （売却）

空きびん
（無色透明のびん）

民間委託（指定法人引取）
空きびん

（無色透明のびん）
民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

民間委託（指定法人引取）
空きびん

（茶色のびん）
民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

民間委託（指定法人引取）
空きびん

（その他の色のびん）
民間委託 （指定法人引取）

ペットボトル 民間委託（指定法人引取） ペットボトル 民間委託 （指定業者引取）

発泡スチロール 民間委託（指定法人引取） 発泡スチロール
選別・熱減容・一時

保管
民間委託 （売却）

紙パック （売却） 紙パック （売却）
ダンボール （売却） ダンボール （売却）

新聞紙・チラシ （売却） 新聞紙・チラシ （売却）
本・雑誌等 （売却） 本・雑誌等 （売却）
その他の紙 （売却） その他の紙 （売却）

布 （売却） 布 （売却）
草木 仮置き なんさつECOの杜

資源・不適（焼却） 焼却 なんさつECOの杜
食用廃油 リサイクル 民間委託 食用廃油 リサイクル 再資源化 （売却）

小型家電 リサイクル 再資源化 （売却）

内鍋清掃センター 粗大ごみ なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター

もやせないごみ
破砕・選別

内鍋清掃センター

【南さつま市（坊津町地区除く）】
現　　　状（R5年度） 今　　　後（R12年度）

（知覧町地区）
分別区分 処理方法

処理施設等

その他のプラスチック 民間委託（売却）

リ
サ
イ
ク
ル

粗大ごみ

選別・圧縮・一時保
管

選別・一時保管

リ
サ
イ
ク
ル

選別・圧縮・梱包・
一時保管

なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター
もやせないごみ

破砕・選別

その他のプラスチック 民間委託 （指定法人引取）

売
却



分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

燃やすごみ 焼却 川辺清掃センター 可燃ごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター
不燃ごみ

（陶磁器・ガラス類）
破砕 川辺清掃センター

不燃ごみ（金属類） 川辺清掃センター
粗大ごみ

（家具、その他）
川辺清掃センター

粗大ごみ
（金属類、電気製品）

（売却） （売却）

埋立てごみ 埋立
南さつまクリーンセン

ター
空き缶（アルミ・スチー

ル缶）
川辺清掃センター（売却）

空き缶（その他の缶） 川辺清掃センター（売却）
空きびん

（生きびん）
リサイクル 民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

川辺清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

川辺清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（茶色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

川辺清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

ペットボトル
民間委託（選別・圧縮・梱
包）、川辺清掃センター

（一時保管）、（指定法人
ペットボトル 民間委託 （指定法人引取）

その他のプラスチック
（やわらかいプラスチッ

ク）

民間委託（選別・圧縮・梱
包）、川辺清掃センター

（一時保管）、（指定法人
容器包装プラスチック 民間委託 （指定法人引取）

その他のプラスチック
（かたいプラスチック）

焼却（助燃
材）、処理処分

川辺清掃センター、委託 製品プラスチック リサイクル 売却 （売却）

発泡スチロール・トレイ
民間委託（選別・圧縮・梱
包）、川辺清掃センター

（一時保管）、（指定法人

白色トレイ・発泡スチ
ロール

熱減容・一時保管 民間委託 （売却）

紙パック 川辺清掃センター（売却） 紙パック （売却）
ダンボール 川辺清掃センター（売却） ダンボール （売却）

新聞紙 川辺清掃センター（売却） 新聞紙 （売却）
雑誌等 川辺清掃センター（売却） 雑誌等 （売却）

その他の紙 川辺清掃センター（売却） その他の紙 （売却）
布 焼却（助燃材） 川辺清掃センター 衣類・布類 焼却（助燃材） なんさつECOの杜

小型家電 リサイクル 一時保管 民間委託 （指定法人引取）
有害ごみ（蛍光灯、乾電

池）
リサイクル （委託）

有害ごみ（蛍光灯、乾電
池）

一時保管 なんさつECOの杜 民間委託

【南九州市（川辺町地区）】

リ
サ
イ
ク
ル

リサイクル

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

リサイクル

リサイクル

リ
サ
イ
ク
ル

南九州市（川辺町地区）

なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター

不燃ごみ

破砕・選別

空き缶

売
却

選別・一時保管

圧縮・梱包・一時保
管

売却 （売却）

なんさつECOの杜
南さつまクリーンセ

ンター

粗大ごみ

現　　　状（R5年度） 今　　　後（R12年度）

分別区分 処理方法
処理施設等



分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理
燃えるごみ 焼却 内鍋清掃センター 可燃ごみ 焼却（熱回収） 発電 なんさつECOの杜 知覧最終処分場

埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場 埋立ごみ 埋立 知覧最終処分場

空きびん（生きびん）
内鍋清掃センター（指定法

人引取）
空きびん（生きびん） 民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（無色透明のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（茶色のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（茶色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

空きびん
（その他の色のびん）

民間委託 （指定法人引取）

ペットボトル
内鍋清掃センター（指定法

人引取）
ペットボトル 民間委託 （指定法人引取）

容器包装プラスチック 民間委託 （指定法人引取）
製品プラスチック 売却 （売却）

白色トレイ・発泡スチ
ロール

内鍋清掃センター（売却）
白色トレイ・発泡スチ

ロール
熱減容・一時保管 民間委託 （売却）

紙パック （売却） 紙パック （売却）
ダンボール （売却） ダンボール （売却）

新聞紙 （売却） 新聞紙 （売却）
雑誌類 （売却） 雑誌類 （売却）

その他の紙 （売却） その他の紙 （売却）
布類 破砕 内鍋清掃センター 衣類・布類 焼却（助燃材） なんさつECOの杜
草木 仮置き 知覧最終処分場

資源・不適（焼却） 焼却 内鍋清掃センター
小型家電 リサイクル 一時保管 民間委託 （指定法人引取）

有害ごみ（蛍光灯、乾電
池）

一時保管 なんさつECOの杜 民間委託

不燃ごみ
破砕・選別

粗大ごみ

空き缶

【南九州市（知覧町地区）】
現　　　状（R5年度） 今　　　後（R12年度）

（知覧町地区）
分別区分 処理方法

処理施設等

なんさつECOの杜 知覧最終処分場

なんさつECOの杜 知覧最終処分場

売
却

燃えないごみ
破砕・選別

内鍋清掃センター

粗大ごみ 内鍋清掃センター

缶類

リ
サ
イ
ク
ル

内鍋清掃センター（売却）

その他プラスチック容
器・包装類

売却 （売却）

選別・一時保管

圧縮・梱包・一時保
管

内鍋清掃センター（指定法
人引取）

リ
サ
イ
ク
ル



表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1 2

施設名称 なんさつECOの杜
枕崎市内鍋リサイク

ルセンター

事業主体 南薩地区衛生管理組合 枕崎市

工種 新設工事 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既設の老朽化及び集
約のため

可燃ごみ・不燃ごみ
の広域処理に伴う施
設整備

施設種別 リサイクルセンター リサイクルセンター

処理方式

受入＋破砕＋磁気選別＋
アルミ選別＋可燃物選別
＋不燃別選別＋貯留・保

管

金属選別圧縮、PET・
プラ減容、トレイ減

容

処理能力（単位） 16（ｔ/日） 2.6（ｔ/日）

事業期間 R2～R6 R5～R6

竣工（事業完了）予定年月 R6.8 R6.9

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

南さつま市金峰町高
橋4148番地42

枕崎市火之神岬町885
番地

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策
周辺道路の浸水により施設へ廃棄物
が搬入できなくなった場合は、周辺

自治体へ処理を依頼する。

周辺道路の浸水により施設へ廃棄物
が搬入できなくなった場合は、周辺

自治体へ処理を依頼する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－ －

プラ要件化の
経過措置の適用

－ －

プラ施設整備事業 － －

CO2削減率
※改良事業の場合

－ －

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－ －

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－

ペットボトル、廃プ
ラスチック、トレ
イ、スチール、アル
ミ

備考

エネルギー回収施設と合
わせて整備。施設整備に
伴う廃焼却施設の解体事

業を実施。

中継施設と合わせて整
備。施設整備に伴う廃焼
却施設の解体事業を実

施。



表３－Ｂ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 1

施設名称 なんさつECOの杜

事業主体 南薩地区衛生管理組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既設の老朽化及び集
約のため

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収あり）

型式及び処理方式
全連続焼却方式（ス

トーカ炉式）

処理能力（単位） 145（ｔ/日）

事業期間 R2～R6

竣工（事業完了）予定年月 R6.8

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

南さつま市金峰町高
橋4148番地42

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策
周辺道路の浸水により施設へ廃棄
物が搬入できなくなった場合は、
周辺自治体へ処理を依頼する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 －

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
回収率16.5％

余熱利用の計画 発電を行う

外部供給における利活
用の概要

外部供給予定である
が、現時点では方法は

未定

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

備考
本事業に伴う廃焼却
施設解体事業を実施



計画１人１日平均排出
量（g）

計画収集人口（人）

計画直接搬入量
（t/日）

計画年間日平均処理量
（t/日）

t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

備考

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載



表３－Ｃ　廃棄物運搬中継のための整備事業

事業番号 2 3

施設名称
枕崎市内鍋リサイク

ルセンター
南九州市川辺ごみス

テーション

事業主体 枕崎市 南九州市

工種 新設工事 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

可燃ごみ・不燃ごみ
の広域処理に伴う施
設整備

可燃ごみ・不燃ごみ
の広域処理に伴う施
設整備

型式及び処理方式 一時保管 一時保管

処理能力（単位） 310（㎡） 252（㎡）

事業期間 R5～R6 R6

竣工（事業完了）予定年月 R6.9 R6.9

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

枕崎市火之神岬町885
番地

南九州市川辺町上山
田4499番地1

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策
周辺道路の浸水により施設へ廃棄
物が搬入できなくなった場合は、
周辺自治体へ処理を依頼する。

周辺道路の浸水により施設へ廃棄
物が搬入できなくなった場合は、
周辺自治体へ処理を依頼する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－ －

プラ要件化の経過措置 － －

プラ施設整備事業 － －

関連する広域化・集約化
事業の概要

施設の老朽化が進ん
でいることから施設
を3箇所から1箇所
（なんさつECOセン
ター）に集約し、処
理の効率化を図る。

施設の老朽化が進ん
でいることから施設
を3箇所から1箇所
（なんさつECOセン
ター）に集約し、処
理の効率化を図る。

施設へのごみの直接持ち
込みの有無

有 有

取扱う収集品目 可燃ごみ・不燃ごみ 可燃ごみ・不燃ごみ

備考
中継施設整備に伴う
廃焼却施設の解体事
業を実施。

中継施設整備に伴う
廃焼却施設の解体事
業を実施。



表５　現有施設一覧

施設種別
エネルギー回収施

設
エネルギー回収施

設
エネルギー回収施

設
エネルギー回収施

設
廃棄物運搬中継・
中間処理施設

廃棄物運搬中継施
設

廃棄物運搬中継施
設

施設名 内鍋清掃センター 川辺清掃センター
日置市クリーン・リ
サイクルセンター

なんさつECOの杜 知覧中継場
枕崎市内鍋リサイ

クルセンター
南九州市川辺ごみ
ステーション

施設所有主体
南薩地区衛生管理

組合
南薩地区衛生管理

組合
日置市

南薩地区衛生管理
組合

南薩地区衛生管理
組合

枕崎市 南九州市

型式及び処理方式
全連続燃焼式流動

床炉
機械化バッチ式ス

トーカ炉
准連続燃焼式ス

トーカ炉
	全連続燃焼式ス

トーカ炉
ホッパ直投式 一時保管 一時保管

処理能力（単位） 112.5（ｔ/日） 20（ｔ/日） 81（ｔ/日） 145（ｔ/日） 30（ｔ/日） ―(ｔ/日) ―(ｔ/日)

エネルギー回収の有無 無 無 無 有 ― ― ―

竣工年月 H9.2 H6.3 H11.3 R6.8 H9.2 R6.9 R6.9

廃止又は休止（予定）年月 R6.8.31 R6.8.31 R6.8.31 （継続利用） （継続利用） （継続利用） （継続利用）

施設所在地
枕崎市火之神岬町

885番地
南九州市川辺町上
山田4501番地

鹿児島市入佐町
2319番地

南さつま市金峰町
高橋4148番地42

南九州市知覧町郡
15237番地

枕崎市火之神岬町
885番地

南九州市川辺町上
山田4499番地1

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく
なった場合は、周
辺自治体へ処理を
依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
跡地利用の解体 跡地利用の解体

関連性・連続性の
解体

－ － － －

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R7.6 R7 R7 － － － －

完了（予定）年月 R8.12 R8 R9 － － － －

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考 現有施設→廃止 現有施設→廃止 現有施設→廃止
更新（改良）・新

設施設
現有施設

更新（改良）・新
設施設

更新（改良）・新
設施設



表５　現有施設一覧

施設種別
廃棄物運搬中継施

設
マテリアルリサイ
クル推進施設

マテリアルリサイ
クル推進施設

マテリアルリサイ
クル推進施設

最終処分場 最終処分場 最終処分場

施設名 日置市クリーン・リ
サイクルセンター

日置市クリーン・リサイクルセン
ター（リサイクルプラザ） なんさつECOの杜

枕崎市内鍋リサイ
クルセンター

南さつまクリーン
センター

知覧最終処分場
日置市クリーン・リ
サイクルセンター

施設所有主体 日置市 日置市
南薩地区衛生管理

組合
枕崎市

南薩地区衛生管理
組合

南薩地区衛生管理
組合

日置市

型式及び処理方式 一時保管
二軸破砕機、回転

式破砕機

受入+破砕+磁気選別+アルミ選別+
可燃物選別+不燃物選別+貯留・保

管

選別・圧縮・減
容・保管

遮水＋浸出水処理 遮水＋浸出水処理 遮水＋浸出水処理

処理能力（単位） ―(ｔ/日) 25（ｔ/日） 16（ｔ/日） 2.6（ｔ/日） 65,000㎥ 143,000㎥ 35,000㎥

エネルギー回収の有無 ― ― ― － ― ― ―

竣工年月 R6.8 H11.3 R6.8 R6.9 H10.3 H7.3 H11.4

廃止又は休止（予定）年月 R7.10 R7.10 （継続利用） 新規（継続利用） （継続利用） （継続利用） R7.10

施設所在地
鹿児島市入佐町

2319番地
鹿児島市入佐町

2319番地
南さつま市金峰町
高橋4148番地42

枕崎市火之神岬町
885番地

南さつま市金峰町
花瀬215番地1

南九州市知覧町郡
15237番地

鹿児島市入佐町
2319番地

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
－

関連性・連続性の
解体

－ － － － －

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

－ R7.10 － － － － －

完了（予定）年月 － R9.9 － － － － －

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
更新（改良）・新

設施設
廃止

更新（改良）・新
設施設

内鍋清掃センター
跡地新設

現有施設 現有施設 現有施設



表５　現有施設一覧

施設種別 最終処分場 最終処分場

施設名
南さつま市加世田
ごみ最終処分場

南さつま市大浦ご
み最終処分場

施設所有主体 南さつま市 南さつま市

型式及び処理方式 遮水＋浸出水処理 安定型

処理能力（単位） 32,379㎥ 15,000㎥

エネルギー回収の有無 ― ―

竣工年月 S62.4 S47.10

廃止又は休止（予定）年月 （継続利用） （継続利用）

施設所在地
南さつま市加世田
武田13352番地

南さつま市大浦町
8507番地

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく

なった場合は、周
辺自治体へ処理を

依頼する。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
－ －

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

－ －

完了（予定）年月 － －

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考 現有施設 現有施設



（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　住民及び事業者に対して、広報誌等を活用し、ごみの分別排出方法、ごみの排出量・資源化の現状など
に関する情報提供を行う。ごみの減量化に関する社会意識を育むため、学校や地域社会の場において、副
読本の活用等を通じた環境教育に積極的に取り組む。
　また、地域住民で構成する衛生自治団体連合会と協働し、分別区分の普及啓発や資源回収率の向上など
に取り組む。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　プラスチック資源のうちプラスチック使用製品について、日置市の全域でリサイクルを実施予定であ
る。
　その他構成市においては、住民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、プラスチック使用製品廃棄
物の排出を抑制するよう、また認定プラスチック使用製品を使用するようごみカレンダーやポスター等で
啓発・情報提供を行うとともに、小学校と連携し環境学習を行う。

　組合の一般廃棄物処理施設へごみを直接搬入する場合については、搬入量に応じた手数料の徴収を行っ
ている。一方、家庭からの収集ごみについては、構成市で指定ごみ袋制度等を導入しているが、処理手数
料としての徴収は実施していない状況である。

　今後、受益者負担の観点及びごみの減量化に対する意識の向上や、ごみの分別の徹底を図るための方策
の一つとして、構成市と連携を図りながら、必要に応じて手数料の見直しを行うとともに、県内及び近隣
自治体の動向等を踏まえて、収集ごみの有料化等に関する調査・検討を進めていくこととする。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　なんさつECOの杜では、リチウム電池を搬入禁止物に設定し持込不可としている。また、火災事故等を
未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法（適切な処理が可能な業者による引取り）等につ
いて、周知啓発を積極的に実施する。

そのほか構成市においても、適正処理に向けた検討を引き続き実施する。



　構成市が策定する地域防災計画や災害廃棄物処理計画を踏まえ、災害時に発生する廃棄物の広域的処理
体制の確保を図るため、地域内及び周辺地域との連携体制を構築する。
　なお、R6.9稼働予定の新ごみ処理施設（なんさつECOの杜）においては、災害に強い廃棄物処理システ
ムの構築を目指し、災害発生時にも自己発電電力により運転を継続し、万が一緊急停止した場合において
も、電力供給が途絶えた状況から速やかに運転可能な機能を持たせ、地域の防災活動を支援できるよう、
避難所として利用可能な施設として整備している。
　また、既存施設においても、避難所機能の役割を果たすことができるように検討を進めていくととも
に、災害廃棄物削減のため関係所管と連携を図りながら、平時からの家屋内の退蔵品・不用品の適正処理
の促進等も進めていく。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　構成市すべての事業者がごみの減量・資源化に取り組めるよう、周知・啓発に取り組む。



（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

南薩地区衛生施設組合及び各構成市は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に
応じて、鹿児島県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評価、
目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させ
るものとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものと
する。



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1,181,331 1,181,331 792,533 792,533 317,013 158,507 317,013 0 0

1 日置市 R7 R9 R7 R9 1,181,331 1,181,331 792,533 792,533 317,013 158,507 317,013 全体事業期間：R7～R9

1,219,611 1,219,611 1,188,931 1,188,931 930,791 258,140 0 0 0

2
南薩地区衛
生管理組合

R7 R8 R7 R8 724,776 724,776 724,776 724,776 652,298 72,478 全体事業期間：R7～R8

3 南九州市 R7 R8 R7 R8 494,835 494,835 464,155 464,155 278,493 185,662 全体事業期間：R7～R8

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

2,400,942 2,400,942 1,981,464 1,981,464 1,247,804 416,647 317,013 0 0

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間 交付対象事業費（千円）
備　　考

廃棄物運搬中継のための整備事業

廃焼却施設解体（日置市クリーン・リ
サイクルセンター）

施　設　名　称　等

エネルギー回収等のための整備事業

廃焼却施設解体（川辺清掃センター)

廃焼却施設解体（内鍋清掃センター)

合     　　計



一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

①総人口（人） 123,820 121,942 120,243 118,691 117,588 116,416 115,461 114,507 113,553 112,599 111,645

②事業系ごみ排出量
（トン）

14,264 13,832 13,659 13,526 13,280 13,033 12,787 12,542 12,296 12,049 11,803

③生活系ごみ排出量
（トン）

25,272 24,386 23,945 23,262 22,980 22,750 22,563 22,438 22,191 22,005 21,819

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

501 490 489 482 482 482 482 482 482 483 483

その他排出量
（トン）

15 16 14 15 7 7 7 7 7 7 7

⑤総排出量
（トン）

39,551 38,234 37,618 36,803 36,267 35,790 35,357 34,987 34,494 34,061 33,629

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

875 859 857 847 845 842 839 835 832 829 825

⑦総資源化量
（トン）

5,229 5,048 4,971 5,009 4,921 4,863 4,810 4,771 4,709 4,658 4,607

⑧埋立最終処分量
（トン）

3,785 3,614 3,328 3,189 3,131 3,081 3,033 2,988 2,934 2,889 2,840

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

2,608 2,567 2,476 2,308 2,279 2,255 2,234 2,220 2,194 2,174 2,154

年間日数
（日）

365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365

指標・単位

過去の状況・現状 予測
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25,272 24,386 23,945 23,262 22,980 22,750 22,563 22,438 22,191 22,005 21,819 

14,264 13,832 13,659 13,526 13,280 13,033 12,787 12,542 12,296 12,049 11,803 
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過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量
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過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

501 490 489 482 482 482 482 482 482 483 483 

875 859 857 847 845 842 839 835 832 829 825 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）


